
総合試験問題例

【大学の部　一般事務（行政コース）、学校事務】

〔例題　１〕

《正答　４》



　 日本のマイ ノ リ テ ィ に対する施策等に関する次の記述のう ち妥当なのはどれ

か。 なお，「 いわゆる 」 を付し た法律名は略称である。

１ ．「 性同一性障害者の性別の取扱いの特例に関する法律」 は， 誰でも， 自ら の意思

だけで， 法令上の性別の取扱いの変更ができる旨を規定し ている。

２ ． いわゆる 「 ヘイ ト スピーチ解消法」 は， ネッ ト上において， 日本国民が日本国民

に対して， 合理的な理由なく ， 性別， 出身地， 容姿， 職業などを理由に侮蔑的な

言動をするこ と を禁じ ている。

３ ． いわゆる 「 障害者差別解消法」 は， 行政機関に， 事務・ 事業を行う に当たり ， 障

害者から 何ら かの配慮を求めら れた場合には， 過重な負担がない範囲で， 社会的

障壁を取り 除く ために合理的配慮を行う こ と を求めている。

４ ． いわゆる 「 男女雇用機会均等法」 には， 妊娠， 出産， 育児休業等に関するハラ ス

メ ン ト の防止措置についての規定がないため， 現在， 事業者にこ れら ハラ スメ ン

ト の防止措置を講じるこ と を義務付ける規定を入れるこ と が検討さ れている。

５ ． 近年， 東京にアイ ヌ文化復興のナショ ナルセンタ ー「 ウポポイ 」 が開業し ， アイ

ヌ文化の復興の道筋がついたこ と に伴い， いわゆる 「 アイ ヌ施策推進法」 は廃止

さ れ， アイ ヌ文化は「 文化財保護法」 によ っ て保護さ れるこ と と なっ た。
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